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●
二
〇
〇
二
年
度
第
一
回
保
団
連
地
域
医
療
部
会
 

理
事
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
） 

五
月
二
十
六
日
、
大
阪
市
内

で
、
今
年
度
第
一
回
保
団
連
地

域
医
療
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

地
域
医
療
部
会
は
、医
療
計
画
、

在
宅
医
療
、
連
携
、
乳
幼
児
か

ら
老
人
・
障
害
者
ま
で
の
医
療

費
問
題
、
学
校
医
、
産
業
医
、

国
保
、
労
災
、
介
護
保
険
ま
で

広
汎
な
問
題
を
討
議
す
る
部
会

で
あ
る
が
、
今
年
度
よ
り
、
地

域
医
療
部
事
務
局
小
委
員
会
を

設
置
し
、
円
滑
な
運
営
を
計
る

と
の
こ
と
。

こ
の
小
委
員
会
の
今
年
度
の

主
要
議
題
が
介
護
保
険
で
あ

り
、
今
部
会
で
介
護
保
険
に
つ

い
て
、
ま
ず
十
分
な
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
向
が

事
務
局
よ
り
表
明
さ
れ
た
。

な
お
、
保
団
連
と
し
て
担
当

役
員
の
交
代
が
あ
り
、
地
域
医

療
担
当
と
し
て
、
哲
翁
副
会
長

（
医
科
）、
宇
佐
美
副
会
長
（
歯

科
）
が
就
任
さ
れ
た
。

以
下
、
紙
面
の
関
係
で
今
回

の
主
要
議
題
で
あ
る
介
護
保
険

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ま
ず
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
項
目
を
箇
条
書
き
に
し
て

み
た
い
。

◇

①
自
立
支
援
の
理
念
に
反
し
、

施
設
希
望
者
が
圧
倒
的
に
多

い
。

②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
関
す
る

諸
問
題
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
費
の
低

さ
、
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス

の
有
名
無
実
化
、
本
来
の
利

用
者
本
位
の
プ
ラ
ン
、
ニ
ー

ズ
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
て
い

る
か
の
根
本
問
題
。
居
宅
も

問
題
だ
が
、
施
設
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
ど
ん
な
こ
と
し

て
い
る
の
か
？

③
介
護
認
定
に
関
す
る
問
題
。

一
次
判
定
ソ
フ
ト
の
不
備
。

自
立
か
ら
要
介
護
度
５
ま
で

の
判
定
の
簡
素
化
。
主
治
医

の
意
見
書
の
不
備
。

④
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
ヘ
ル
パ
ー

が
関
わ
る
際
の
問
題
。

都
道
府
県
に
よ
り
、
実
状
が

違
う
。
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど

が
あ
る
都
会
は
と
も
か
く
、

過
疎
地
域
で
は
深
刻
な
問

題
。
ま
た
一
旦
病
院
内
に
入

っ
て
か
ら
の
院
内
介
護
や
診

察
介
助
の
問
題
。

⑤
施
設
が
や
は
り
管
付
き
要
介

護
者
や
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
保
菌
者
の

入
所
を
拒
否
す
る
問
題
。

重
症
者
が
施
設
入
所
を
拒
否

さ
れ
、
最
重
症
者
が
在
宅
を

強
い
ら
れ
る
傾
向
が
全
国
的

に
強
ま
る
。

⑥
施
設
入
所
す
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｌ

が
ほ
ぼ
確
実
に
落
ち
、
ま
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
、
悪

く
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
問

題
。

要
介
護
度
の
改
善
が
介
護
報

酬
に
反
映
さ
れ
な
い
矛
盾
。

⑦
も
て
は
や
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
も
数
年
経
つ
と
介
護

度
が
上
が
り
、
支
え
き
れ
な

く
な
る
問
題
。

開
設
か
ら
三
年
ほ
ど
た
つ

と
、
入
居
者
が
重
症
化
し
て

ケ
ア
が
困
難
に
な
る
。
特
養

な
ど
の
入
所
も
ま
ま
な
ら

ず
、
管
理
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
の
運
営
者
の
体
験
談

は
ま
さ
に
深
刻
。

⑧
介
護
保
険
施
行
以
来
、
す
べ

て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
任
せ
に

な
り
、
市
町
村
職
員
や
、
福

祉
事
務
所
の
要
介
護
者
に
つ

い
て
の
情
報
把
握
力
、
対
応

能
力
が
著
し
く
低
下
し
て
き

た
問
題
（
福
祉
事
務
所
も
支

援
事
業
者
に
な
れ
！
と
の
切

実
な
部
員
の
声
あ
り
）。

⑨
そ
れ
で
も
施
設
は
相
変
わ
ら

ず
計
画
よ
り
整
備
が
遅
れ
、

全
国
的
に
は
足
ら
な
い
。

⑩
介
護
保
険
と
は
直
接
関
係
な

い
が
、
診
療
報
酬
改
定
の
絡

み
で
今
回
の
訪
問
歯
科
診
療

の
制
限
は
歯
科
に
と
っ
て
や

は
り
深
刻
。◇

さ
す
が
に
全
国
で
医
療
や
介

護
の
第
一
線
で
働
い
て
い
る
部

員
の
発
言
な
の
で
、
問
題
点
を

き
ち
ん
と
把
握
し
て
の
発
言
が

相
継
ぎ
、
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
結
局
、
あ
る

部
員
曰
く
、「
介
護
保
険
に
な

っ
て
、
介
護
問
題
は
よ
け
い
深

刻
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
、

現
実
か
も
し
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
県
、
地
域
で
は

ど
う
な
の
か
？
　
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

今
回
の
部
会
は
、
そ
の
ほ
か

秋
の
地
域
医
療
交
流
集
会
の
演

者
選
定
の
問
題
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
の
問
題
、
老
健
の
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
検
診
な
ど
な
ど
、
幅

広
く
論
議
し
た
。

囲 

解 
答 

碁 

１が好手で無条件白生きです。 

（問題は12面にあります） 
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全
国
か
ら
注
文
が
殺
到

全
国
か
ら
注
文
が
殺
到
 

発
刊
意
義
を
再
確
認

発
刊
意
義
を
再
確
認
 

全
国
か
ら
注
文
が
殺
到

《《《《《
『
ペ
リ
オ
ド
ン
タ
ル・
メ
デ
ィ
シ
ン
』出
版
記
念
祝
賀
会
》》》》》

小
島
　
登

小
島
　
登（
内
灘
町

内
灘
町
・
歯
科
歯
科
） 

小
島
　
登（
内
灘
町
・
歯
科
） 

発
刊
意
義
を
再
確
認
 

五
月
十
八
日
、
金
沢
都
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
保
険
医
協
会
歯

科
部
が
医
科
と
の
共
同
に
よ
り

発
行
し
た
『
ペ
リ
オ
ド
ン
タ

ル
・
メ
デ
ィ
シ
ン
』
の
出
版
記

念
祝
賀
会
が
医
科
講
師
、
歯
科

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
迎
え
て
十

一
人
で
開
か
れ
た
。

「
歯
周
病
が
全
身
疾
患
の
軽

快
・
増
悪
に
関
与
す
る
」
と
い

う
歯
科
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
に
医
科
が
協
力
し
て
エ
ビ
デ

ン
ス
を
追
求
し

て
い
く
・
・
・
、

従
来
か
ら
疾
患

と
臓
器
相
関
に

関
心
が
あ
り
ま

し
た
が
、
保
険

医
協
会
と
し
て

取
り
組
む
医
科

歯
科
連
携
に
ピ
ッ
タ
リ
の
提
案

で
あ
り
ま
し
た
。

「
二
年
前
に
企
画
を
聞
い
た

と
き
に
は
果
た
し
て
歯
科
部
に

で
き
る
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
保
険
医
協
会
か
ら
こ
の
よ

う
な
立
派
な
本
が
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
、
書

評
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
井
沢

宏
夫
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た

方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
執
筆

者
の
一
人
、
朝
本
明
弘
先
生
が

乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ
ま
し

保団連医療研究集会 保団連医療研究集会 保団連医療研究集会 保団連医療研究集会 

主催：全国保険医団体連合会／主務地：神奈川県保険医協会 

日　　時：2002年10月12日（土）～13日（日） 
会　　場：横浜市・横浜ベイシェラトン　ホテル＆タワーズ 
メインテーマ：『守ろう！市民の健康　発展させよう！開業医の医療』 

分科会・ポスターセッションの演題募集中！ 

主
な
企
画
 
特
別
企
画
 

記念講演　中村　哲氏（医師・ペシャワール会現地代表） 
共同研究結果発表　「深呼吸が診察室血圧に与える影響について」 
歯科市民向け企画　「明日からできる口腔ケアのヒント」 

～間違っていませんか、歯ブラシの使い方～ 

1、地域医療対策部が企画する市民を交えた「在宅医療シンポジウム」 
2、医療情報部が企画する市民を交えた「医療情報シンポジウム」 
3、歯科部会ワーキングチームによる「歯科共同調査発表・歯科シンポジウム」 
4、歯科ランチョンレクチャー 
5、公害環境企画現地視察ツアー 

●分科会 第1分科会「日常診療の工夫・医科」 第4分科会「医学史・医療運動史」 
 第2分科会「日常診療の工夫・歯科」 第5分科会「公害・環境」 
 第3分科会「在宅医療」 ポスターセッション 

応募締切 2002年6月30日 

第2日目に開催する分科会、ならびにポスターセッションで発表する演題を募集中です。 
分科会発表の応募は、保険医協会を通じてお願いします。 

お問い合わせ 

石川県保険医協会 

第17回 

TEL：076（222）5373 
FAX：076（231）5156
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た
。「

産
婦
人
科
で
は
歯
周
病
と

早
産
に
つ
い
て
の
研
究
が
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
な
く
、
よ
い
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
に
か
く
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
が
問
題
で
す
」
と
い
う
ご
意

見
や
、
事
務
局
よ
り
「
全
国
の

歯
科
個
人
会
員
か
ら
の
注
文
が

殺
到
し
て
い
て
郵
送
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
い
う
反
響
に
つ

い
て
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
苦

労
話
や
失
敗
談
、
展
望
な
ど

次
々
飛
び
出
し
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の

声
を
書
き
留
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
記
憶
に
残
る
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

◇

●
企
画
、
研
究
会
、
執
筆
、
編

集
に
二
年
以
上
も
か
か
り
、

よ
う
や
く
出
版
に
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。
診
療
後
に
翻
訳
を

続
け
、
老
眼
鏡
も
必
要
に
な

り
、か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
み
れ
ば
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

●
二
度
と
こ
ん
な
き
つ
い
仕
事

は
引
き
受
け
ら
れ
な
い
。
し

か
し
満
足
感
も
十
分
味
あ
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
医
科
の
先
生
と

の
交
流
も
よ
り
活
発
に
な
り

ま
し
た
。

●
医
科
と
歯
科
の
事
前
打
ち
合

わ
せ
が
研
究
会
を
成
功
に
導

き
、
有
意
義
で
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
く
な

り
、
問
題
点
や
考
え
の
違
い

が
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。
菌

種
名
が
共
通
で
な
い
こ
と
を

知
り
、
驚
き
ま
し
た
。

●
医
科
の
先
生
に
も
ぜ
ひ
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
歯
科
か

ら
の
情
報
提
供
依
頼
時
に
全

身
疾
患
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
の
意
図
が
明
確
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
歯
周
病
の
理
解

に
役
立
つ
と
と
も
に
、
全
身

疾
患
と
の
関
連
を
歯
科
へ
依

頼
し
や
す
く
な
り
、
専
門
外

分
野
の
動
向
も
わ
か
り
診
療

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
見
が
た
く
さ

ん
出
さ
れ
た
あ
と
、
最
後
に
歯

科
部
の
平
田
米
里
部
長
が
「
三

年
後
に
ま
た
達
成
感
の
あ
る
形

の
残
る
も
の
を
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
膨
大
な
情
報
の
中
に
い

る
と
、
知
識
が
豊
富
に
な
っ
た

よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
本
の
中
か
ら
情
報
を

選
択
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、

引
き
出
し
の
中
に
整
理
し
て
知

識
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

情
報
は
常
に
自
分
の
外
側
に

あ
り
、
内
側
に
入
っ
て
始
め
て

知
識
と
な
り
ま
す
。
知
恵
は
情

報
か
ら
は
決
し
て
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
知
識
を
三
次
元
的
に
結
び

つ
け
、
知
恵
を
生
み
出
し
、
臨

床
に
幅
広
く
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
ペ
リ
オ
ド
ン
タ
ル
・
メ
デ

ィ
シ
ン
』
に
つ
い
て
、
協
会
事

務
局
ま
で
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。

石川協会が発行した
『ペリオドンタル・メディシン』
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五
月
二
十
一
日
、
京

都
議
定
書
批
准
が
国
会

で
承
認
さ
れ
た
。
小
さ

な
一
歩
で
あ
る
。

今
、
日
本
は
不
況
の

真
っ
只
中
に
あ
る
。
会

社
は
倒
産
し
、
銀
行
は
不
良
債
権
に

あ
え
ぐ
。
戦
後
日
本
人
の
命
を
守
り

続
け
て
き
た
健
康
保
険
制
度
も
崩
壊

の
瀬
戸
際
に
あ
る
。
し
か
し
、
ち
ょ

っ
と
視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
依
然

と
し
て
日
本
は
裕
福
で
あ
る
。
一
家

に
車
は
何
台
も
あ
り
、
一
日
に
二
千

万
食
分
の
食
料
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
同
じ
こ
の
地
球
上
で
、
一
日
に

数
万
人
が
餓
死
し
て
い
る
の
に
で
あ

る
。環

境
問
題
、
食
糧
問
題
、
教
育
問

題
、
貧
困
、
そ
し
て
戦
争
。
す
べ
て

の
根
源
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
在
の
不
況
よ
り
、
そ
う
し
た
問
題

こ
そ
が
ず
っ
と
切
実
で
、
わ
れ
わ
れ

の
生
存
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
い
る

の
だ
。
近
い
将
来
温
暖
化
の
波
は
、

多
く
の
地
表
を
海
に
変
え
、
食
料
は

絶
対
的
に
不
足
す
る
。
多
く
の
日
本

人
が
餓
死
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
、
近

年
注
目
さ
れ
始
め
た
先
住
民
族
。
今

も
そ
の
文
化
と
生
活
を
守
っ
て
い
る

彼
ら
は
こ
こ
数
百
年
の
間
に
ほ
と
ん

ど
人
口
が
増
え
て
い
な
い
。
そ
れ
が

彼
ら
の
知
恵
な
の
だ
。「
人
口
爆
発
」

と
呼
ば
れ
る
人
口
増
加
は
す
べ
て
西

洋
文
化
と
接
し
、
植
民
地
化
さ
れ
た

国
々
で
見
ら
れ
る
現
象
だ
。
強
制
的

に
先
進
国
に
必
要
な
作
物
を
作
ら

せ
、
鉱
物
を
掘
ら
せ
、
そ
し
て
木
を

倒
す
。
そ
の
資
源
を
利
用
し
自
ら
の

豊
か
さ
を
築
い
て
き
た
。
教
育
の
名

の
下
に
、
彼
ら
の
文
化
を
奪
い
、
奪

い
尽
く
す
物
が
な
く
な
る
と
、
そ
の

独
立
を
認
め
た
、
無
理
矢
理
貨
幣
経

済
に
組
み
込
ま
れ
た
彼
ら
に
残
さ
れ

た
も
の
は
人
口
爆
発
と
何
も
残
ら
ぬ

大
地
で
あ
る
。
貧
富
の
差
と
先
進
国

が
売
り
つ
け
た
武
器
。
か
く
し
て
同

じ
民
族
で
の
殺
し
合
い
が
始
ま
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
餓
死
す
る

子
ど
も
た
ち
の
映
像
に
涙
を
流
す
、

わ
れ
わ
れ
こ
そ
が
加
害
者
な
の
だ
。

で
は
、
発
展
途
上
国
の
彼
ら
、
そ

し
て
わ
れ
わ
れ
自
身
の
た
め
に
何
を

な
す
べ
き
か
。
環
境
問
題
は
二
酸
化

炭
素
削
減
だ
け
で
は
な
い
。
果
て
し

な
い
拡
大
再
生
産
、
大
量
消
費
を
豊

か
さ
と
錯
覚
し
て
き
た
生
活
を
根
底

か
ら
見
直
し
、
先
進
国
の
罪
を
自
覚

し
、
全
民
族
と
の
共
生
を
考
え
、
こ

の
地
球
に
あ
る
す
べ
て
の
生
命
を
守

る
よ
う
訴
え
行
動
す
る
こ
と
が
、
保

険
医
協
会
・
保
団
連
の
使
命
で
あ

る
。

広
い
視
野
に
立
ち 

命
を
守
る
活
動
を 

１．保険者 金沢市国民健康保険

２．年齢 88歳（女性）

３．診療月 平成14年４月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年５月

５．病名・診療開始月

（1）（主）閉塞性動脈硬化症 平成12年２月19日

（2）狭心症 平成12年２月19日

（3）うつ状態 平成12年２月19日

（4）変形性関節症 平成13年７月３日

（5）不眠症 平成13年８月17日

（6）高血圧症 平成13年11月21日

（7）気管支炎 平成14年３月４日　　中止

６．該当月の診療実日数　　2日

＜主治医の意見＞
内服　ハルシオン　35日 → 14日過剰

２回来院時に、14日分の処方ではゴールデンウイークと重なるため、21

日分処方しました。コメントが抜けていたのかもしれませんが、21日分の

減点では多いと思うのですが。よろしくお願いします。

＜保険医協会のコメント＞
第171例は、１回14日分投与を限度とする薬剤を21日分投与したところ、

過剰部分の７日分ではなくて、全量21日分を査定された。厳しすぎないか、

というものです。

2002年４月の診療報酬の改定と同時に療養担当規則も一部改定になりま

した。第171例に関するところは、第20条　二　投薬のホ　「投薬量は、

予見することができる必要期間に従ったものでなければならないことと

し、厚生労働大臣が定める内服薬および外用薬については当該厚生労働大

臣が定める内服薬及び外用薬ごとに１回14日分、30日分又は90日分を限度

とする。」です。

本件における査定薬剤ハルシオン0.25mg錠はここに定める一回14日分を

限度とする薬剤に規定されています（新点数運用Ｑ＆Ａ145ページ参照）。

従って、主治医のご指摘の通り、21日分投与に関して、コメント（連休）

漏れによる療養担当規則違反ということになります。

最近の査定状況によると、療養担当規則違反による査定では、本件のよ

うに、過剰分のみの査定ではなく、すべてを査定しているようです。厳し

すぎると思いますが、規則違反による査定のため、再審査請求しても復活

の見込みはないと思われます。今後、違反部分のみの査定に改めるよう働

きかけていく必要があるようです。

長期投与のコメント漏れによる療養担当規則違反の減点事例 
＜第171例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

保険点数・レセプト記載についてのご質問はFAXでお願いします 

納得のいかない返戻、査定は 

『保険審査通信』でお知らせください 
「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員医療機関からお知

らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメントを掲載しています。 

今後、この返戻、査定が大幅に増えることが予想されるため、保険医協会では、組織的対

応を協議しているところです。 

つきましては、保険医協会にできるだけの情報が必要になってきますので、会員医療機

関におかれましては、不当あるいは納得できない返戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸに

てお送りください。 

なお、保険点数・レセプト記載についての電話による質問が多発しており、対応に苦慮し

ております。ご質問は、基本的にＦＡＸまたはE-mailでお願いいたします。 

ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６／E-mail iskw-hok@doc-net.or.jp

「先発・代表薬でさがす後発医薬品リスト」を協会で取り扱っています。 
 ご注文は協会まで電話かFAXでご連絡下さい。　TEL 076－222－5373／FAX 076－231－5156

─先発・代表薬でさがす─  後発医薬品リスト 
平成14年4月版 

本書は、平成14年4月実施の診療報酬にお

いて点数上評価される後発医薬品（3月28日に

厚生労働省が示したもの）を対応する先発医

薬品・代表薬の50音順に配列して記載し、後

発医薬品を同一成分の医薬品のうち先発医

薬品・代表薬（内用薬・外用薬のみ）の名称か

ら検索できます。 

本書の記載 

先発医薬品の名称、会社名、一般名、薬効分類
番号、規格単位、薬価を記載し、それに対応する後
発医薬品の品名、会社名、薬価を記載。 
※点数上、評価されない後発医薬品および評価

される後発医薬品に対応しない先発医薬品（後発
医薬品をもたない先発医薬品等）、注射薬、歯科用
薬剤については掲載していない。 

品目の配列 

○品目は診療報酬上の後発医薬品に対応する先
発医薬品の50音順に配列 
○対応する先発医薬品が存在しない、あるいは対
応する先発医薬品が特定できないものは代表的
な薬剤を先発医薬品相当として配列 
※代表的な薬剤の基準 
①薬価の一番高い品目 
②薬価が同じであれば売上規模が最も大きい
企業の品目 

○先発医薬品の品名の頭に、強力・濃淡等の文字
が冠してあるものは、それらの文字を除いても索
引できるようにそれぞれの50音の箇所に配列 

索　　引 

○索引は、本文中の商品名・一般名を記載 
○商品名のあとに、その品目の一般名を記載 
○本書の掲載対象医薬品以外の内用薬・外用薬も
掲載し、頁数のところに〈対象外〉と表記 

●ご注文は「石川県保険医協会」まで 
●発行 株式会社 じほう 

2,800円（会員特価2,500円） 

A5判・276頁 

価格 

体裁 
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今年は今世紀初、そしてアジア初のFIFAワール

ドカップが日本と韓国との共催で行われます。5月

31日にソウルでの開会式で幕を開け、６月30日の横

浜での決勝戦まで約１カ月にわたって熱戦が繰り広

げられます。この間はサッカーに興味ない方もテレ

ビに釘付けとなり、診療室では患者さんとの話題も

サッカー一色となるのではないでしょうか？　日本

は前回のフランス大会に次いで２回目の出場です

が、前回大会は３戦全敗で１次リーグ敗退という結

果でしたので、今回は何としてでも１次リーグを突

破して２次ステージ（決勝トーナメント）に進んで

欲しいものです。

今回のサッカー日本代表のメディカルサポートは

日本サッカー協会のスポーツ医学委員会が中心とな

り、地元開催ということもあり万全の体勢で取り組

んでおります。しかしながらその委員の中には歯科

医師は一人もおらず、協会関係者、指導者、選手の

多くが歯や歯周組織をはじめとする口腔内への関心

はあまり高くないのが現状です。

関東大学サッカー連盟所属の大学サッカー部員を

対象としたアンケート調査でも定期検診を受けてい

る選手は５％に満たず、疼痛を感じるまで放置する

選手が40％以上を占めていました。また全日本大学

選抜チームの候補選手を対象とした歯科健診では未

処置齲歯のない選手は41.33％で、一人平均未処置齲

歯数は21本でした。一方で、12本もの未処置齲歯

（うち残根歯が７本！）を有する選手もおり、意識

の違いは所属大学により大きな差を認めました。つ

まり指導者の口腔への関心の高低により選手も影響

を受けると思われることから、選手のみならず指導

者に対しても口腔衛生に関する啓蒙活動を行ってい

く必要があると思います。

近年、スポーツ人口の増加に伴い、スポーツに起

因した顎顔面外傷患者を治療する機会が歯科口腔外

科領域においても増えてきています。なかでも口腔

内外の裂傷、歯の破折や脱臼、顎顔面骨骨折が多い

ようです。スポーツに起因した下顎骨骨折の場合は

下顎角部、オトガイ部、関節突起部に多く見られま

す。骨折線は１～２本で合併症が少ないことから軽

症例が多いと言えます。特に下顎角部の骨折症例で

は智歯（ほとんどは水平智歯）を有していることが

多く、智歯が楔となって同部で骨折が起こると考え

られますので、骨折の機会の多いいわゆるコンタク

トスポーツの選手においては、積極的に智歯は抜歯

すべきと考えます。また骨折の治療に際しては、特

にプロスポーツ選手の場合は早期の現場への復帰が

重要課題となるため、積極的に手術により強固な固

定を行い、出来るだけ早く経口摂食を開始させ、体

力ならびに体重の減少を最小限に抑える努力が必要

と考えます。すなわちスポーツ選手の外傷治療はそ

のスポーツの特性を理解したスポーツ医があたるの

が望ましいものと思われます。

顎顔面領域の外傷の予防にはマウスガードが有用

とされています。マウスガードは既製品で調整が出来

ないストックタイプ、既製品であるが温湯中で軟化さ

せることによりある程度、個々の口腔に適合させられ

るマウスフォームドタイプ、そして印象採得した模型

上で歯科医師により調製されるカスタムメイドタイプ

に分類されます。その適合も機能もカスタムメイドタ

イプがもっとも優れているのは間違いなく、顎顔面外

傷の予防だけでなく、脳振盪をはじめとする頭部外傷

の予防や等尺性運動力の向上といった効果も報告され

ています。その一方でオーダーメイドタイプであるた

め製作には手間暇が掛かり、その結果、患者価格も安

くはないため普及に際しての大きな問題となっている

のが現状です。しかしながら、マウスガードの有用性

については異論がなく、若年者における歯の喪失を防

ぐ意味でもその普及が急がれます。

ここ数年スポーツにおけるアンチドーピング活動

が活発になり、国際大会だけでなく各種の大会にお

いてもドーピングコントロールが導入されつつあり

ます。日常の歯科口腔外科臨床において使用される

薬剤（抗菌薬や鎮痛剤、消炎剤、局所麻酔薬など）

においては問題となりませんが、口腔内へのステロ

イド剤の使用を認めていない場合が多いため（ステ

ロイド剤の局所使用は眼、耳、皮膚に限られます）、

アフタ性口内炎などの治療に際しては注意を要しま

す。また漢方薬を使われる際には葛根湯など「麻黄

（マオウ）」を原料に含むものは使用できません。麻

黄の中には禁止薬物であるエフェドリンが含まれる

からです。今後ますますドーピングコントロールが

普及すると、不用意な処方で選手の将来を奪ってし

まうこともありますので注意が必要です。

最後に、サッカー狂（キチガイ）の私にとって、

自分の専門である歯科口腔外科を通して日本サッカ

ー界に貢献できることは無上の喜びです。今後もよ

り一層の研鑽を積んでスポーツ選手らに貢献できた

ら幸いに存じます。

スポーツ歯科講演会・要旨 

5月12日午前9時から正午まで、金沢都ホテルで、石川県立中央病院歯科口腔外科医長の鈴木円先生を講師
にお迎えして、スポーツ歯科講演会が開かれました。 
Ｊリーグ発足以来、サッカー人口が急増し、歯科医の役割も大きくなってきている今日、外傷を未然に防ぐ手だ
ての普及や顎顔面外傷の治療に医科との連携やドーピングの知識もこれからますます必要となってきます。 
この度の鈴木先生の講演は、サッカーを通して患者さんとのコミュニケーションが広がり、地域のいろんな活
動の相談にも役に立つ有意義なお話でした。 
鈴木先生には講演要旨をご執筆頂きました。 

サッカー選手における口腔衛生管理の現状と
スポーツによる顎顔面外傷について

石川県立中央病院歯科口腔外科　医長
全日本大学サッカー連盟　医事委員
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最近は当院でも嚥下障害のある患者さんに直接・

間接の訓練をすることが少しずつ増えてきました。

嚥下障害のある方と接していると私が就職して間も

ないころにお会いした方をよく思い出します。

その男性は働き盛りの五十代。仕事中に体調を崩

し当院へいらっしゃいました。検査の結果「脳梗塞」

と診断されそのまま入院。彼は自分の唾液も飲めず、

栄養は鼻に入れた管からのみで食事は絶飲食、嚥下

障害を呈していました。「嚥下機能の改善を」との

主治医からの指示で訓練を開始しました。初めに唾

液を飲み込む方法を一緒に練習し「つばがもう少し

飲み込めるようになったら食べ物でも練習しましょ

う」とご自分でも自室で練習していただきました。

その効果あって、唾液でむせたり唾液を吐き出す

回数も減り、いよいよ「なにかを食べてみよう」と

いうことになりました。最初はとろみをつけたお茶

をほんの少し飲んでみることになりました。ティー

スプーンに半分にも満たない量を三～四口でした

が、数週間ぶりに味のあるものを口にして、彼はほ

んとうに嬉しそうに「ああうまい！」と目を細め、

お茶が口の中からのどを通っていく感覚を確かめて

いらっしゃるようでした。けっしておいしいとは言

えないとろみ付きのお茶でしたが、嚥下機能を取り

戻す第一歩としてとても感慨深そうでした。

彼は昔から食べることにとても情熱的だったそう

で、訓練中にも海外出張に行った時に食べたロブス

ターの話や、おいしかった台湾の中華料理の話など、

私がよだれをたらしそうになるくらい「うまそうに」

話して下さいました。「私はアメリカに行って肉汁

のしたたる分厚いステーキを食べることを目標に訓

練をしているんだよー」と、にこにこしながらおっ

しゃっていました。

訓練開始からしばらくたつと鼻の管も抜け、何と

か口から食事が摂れるようになりました。幸いこの

方の嚥下障害の症状は回復も早く、退院するころに

は気を付けながらですが普通の食事ができるように

なっていました。

私たちが普段当たり前のように口にしている飲み

物や食べ物、それが食べられなくなったらとてもさ

みしいことです。嚥下障害の患者様の中には、症状

が重度なために食べたい物を食べることができず、

食事の時間が苦痛にすらなっている方もいます。食

事は単に栄養を摂取する手段というだけでなく、楽

しみの部分も大きいものです。患者様の「ああうま

い！」が聞けるよう、これからも食べる楽しみを取

り戻すお手伝いをしていきたいです。

◇

１年間にわたり本シリーズを続けさせて頂きまし

たが、ご愛読ありがとうございました。（石川県言

語聴覚士会）

白い紙とサインペンと 

石川県言語聴覚士会・リレー寄稿〈11〉 

公立能登総合病院　リハビリテーション部 堂ヶ崎　裕美 （石川県言語聴覚士会キャラクター「イスタくん」） 
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１．投薬
（傷病名記載の省略）Q&A36ページ
問28 傷病名記載の省略については、厚生労働省より、保険者及び審査支

払機関に周知徹底がなされているか。

答28 ５月８日の支払基金の申し合わせどおり。（詳細は、下欄に掲載した

「傷病名記載など記載要領改定に係る追加通知の概要」を参照してくださ

い。）

2．リハビリテーション
（早期リハビリテーション加算の対象疾患）Q&A 43ページ
問24 「下肢・骨盤等の骨折、上肢骨折」には、足趾、腰椎の骨折、脊椎

圧迫骨折は対象患者に含まれるか。

答24 含まれない。

（病棟、ADL加算）Q&A45ページ
問34 病棟、ADL等加算は、訓練室以外で20分以上（1単位）実施しなけれ

ばならないのか。

答34 そのとおり。

問35 訓練室において15分、その後屋外で10分間で1単位実施した場合、病

棟ADL加算は算定できるか。

新点数　　  の「厚労省照会中」等の項目について 新点数　　  の「厚労省照会中」等の項目について Q＆AQ＆A
4月28日の新点数運用説明会で用いたテキスト『新点数Q&A』におい
て、回答欄が「厚労省照会中」となっていたものにつき、一部ですが厚
労省から回答されました。また、一部回答を訂正したものもありました。
テキストの順番に下記のとおり掲載しますので、ご参照ください。

答35 算定できない。

（保険医療機関が具備する器械・器具）Q&A46ページ
問44 理学療法（Ⅰ）（Ⅱ）に示された「和室」は設置しなくてもよいか。

答44 設置しなくてはならない。

（言語聴覚療法）Q&A47ページ
問52 言語聴覚療法（Ⅱ）について、個別療法のみを実施する場合は、8㎡

以上の療法室が2室ある場合は認められないのか。

答52 認められない。

3．処置
（絆創膏固定術）Q&A50ページ
問７ 鎖骨骨折の際に、非観血的整復術を行い、その後に固定術（鎖骨骨折

固定術）を行った場合、非観血的整復術と併せて、絆創膏固定術の点

数（500点）を算定できるのか。

答７ 非観血的整復術のみで算定する。

4．入院料
（緩和ケア診療加算）Q&A88ページ
問５ 財団法人日本医療機能評価機構以外に該当するものはあるか。

答５ 財団法人日本適合性認定協会（ISO9001）等の認定が該当する。

（緩和ケア病棟入院料）Q&A89ページ
問２ 財団法人日本医療機能評価機構以外に該当するものはあるか。

答２ 財団法人日本適合性認定協会（ISO9001）等の認定が該当する。

本年度の診療報酬改定においては、特に記載要領の「205円ルール」の廃止を中

心とした「傷病名記載」に関する取扱いの変更は、多くの医療機関に混乱をもたら

しました。この改定について、支払基金では「低薬価薬剤の審査等に関する検討会」

という機関を設置し対応を協議していましたが、５月９日付けで「低薬価薬剤の審

査等の具体的取扱い方針」として取扱い基準が示されました。この内容については、

厚生労働省においても「妥当適切なもの」と判断され、同じ内容の通知が５月21日

付で厚生労働省保険局医療課長通知第0521001号として発出されました。

本通知の要点は次の２点です。①主傷病名、副傷病名の区分については、実質

的に撤回された。②175円以下の薬剤で傷病名から類推できれば省略できる薬剤

の種類について、具体例が示された。

なお、本通知の概要を下記にまとめましたので、ご参照・ご活用ください。

１．主傷病名、副傷病名の区分について
記載要領の改定通知で次の内容が示されているところですが、

これについて、今回の追加通知で、次の取扱いが示されました。

主傷病名及び副傷病名については、医療機関への周知徹底が十分にな

されていないことなどから、これらの区分がないことをもってただちに

返戻することは、当分の間、差し控えるものとする。

主傷病、副傷病の順に記載すること。主傷病については原則として１

つ、副傷病については主なものについて記載することとし、主傷病が複

数ある場合は、主傷病と副傷病の間を線で区切るなど、主傷病と副傷病

とが区別できるようにする。

傷病名記載など記載要領改定に係る 
追加通知の概要 

石川県保険医協会 

この通知により、主傷病と副傷病の区分をしていない従来のレセプトであって

も、それを理由に「当分の間」返戻されないという取扱いが示されました。主傷

病・副傷病の区分の取扱いについては、事実上凍結されたことになります。

2．175円以下の薬剤名記載の省略について
記載要領の改定通知で次の内容が示されているところですが、

まず、「記載した傷病名から判断して、その発症が類推できる傷病について、

傷病名記載を省略できる」薬剤について、上記で例示されている「健胃消化剤、

鎮咳剤」以外に何があるのかという疑義がありました。これについては、今回の

追加通知で、

と、より具体的に示されました。また、上記の薬剤については限定列挙ではなく、

「類推できる傷病名」については、臨床現場の医師による判断によっては幅があ

ることも示されています。

次に、傷病名を記載する必要がある薬剤として、例示されている「強心剤、糖

尿病薬」以外に何があるのかという疑義に対しては、今回の追加通知で

と、こちらについてもより具体的に示されています。

効能効果が多様で、しかも長期に使用する可能性の高い薬剤など、具

体的には次の４つの薬剤

血管拡張剤、血圧降下剤、副腎ホルモン剤、高脂血症用剤

いわゆる左薬や一過性の症状に対する薬剤など、具体的には次の６つ

の薬剤

消化器官用剤、下痢・浣腸剤、眠剤、解熱鎮痛消炎剤、去たん剤及び

鎮咳去たん剤、感冒薬

薬剤料に係る所定単位当たりの薬価が175円以下の薬剤の投与又は使用

の原因となった傷病のうち、健胃消化剤、鎮咳剤などの投与又は使用の

原因となった傷病など、記載した傷病名から判断して、その発症が類推

できる傷病については、傷病名を記載する必要はない。ただし、強心剤、

糖尿病薬などの投与又は使用の原因となった傷病名についてはこの限り

でない。
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お
サ
ル
先
生
が
幼
少
の
こ

ろ
、
父
親
は
仕
事
の
関
係
で
、

車
を
運
転
し
て
石
川
県
と
お
隣

り
の
富
山
県
の
間
を
行
き
来
し

て
い
た
。
ま
だ
お
サ
ル
先
生
も

小
さ
か
っ
た
の
で
、
家
族
ぐ
る

み
の
移
動
で
あ
っ
た
。
県
境
に

は
倶
利
伽
羅
（
く
り
か
ら
）
峠

と
い
う
難
所
が
あ
り
、
当
時
は

国
道
と
い
え
ど
も
険
し
い
山
道

だ
っ
た
が
、
今
は
ト
ン
ネ
ル
で

短
時
間
で
通
り
抜
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
国
道
の
新
し
い
ト
ン
ネ

ル
は
、
電
化
さ
れ
る
以
前
の
旧

国
鉄
（
日
本
国
有
鉄
道
）
線
を

そ
の
ま
ま
利
用
し
て
拡
張
し
た

も
の
で
、
自
動
車
で
も
か
な
り

の
急
勾
配
だ
と
感
じ
ら
れ
る
く

ら
い
だ
か
ら
、
こ
の
坂
道
を
蒸

気
機
関
車
が
長
大
編
成
の
列
車

を
牽
い
て
登
り
貫
け
る
の
は
大

変
な
こ
と
だ
っ
た
。

父
は
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
国

鉄
線
だ
っ
た
こ
ろ
、
国
道
が
そ

の
入
り
口
を
オ
ー
バ
ー
ク
ロ
ス

す
る
道
路
脇
に
車
を
停
め
、
三

歳
の
お
サ
ル
先
生
を
抱
っ
こ
し

て
、
二
両
連
結
の
機
関
車
が
喘

ぎ
な
が
ら
登
っ
て
く
る
光
景
を

見
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
言
う
。

当
時
は
富
山
湾
を
人
工
的
に
掘

り
下
げ
工
業
地
帯
を
造
成
す
る

た
め
に
、
関
西
方
面
か
ら
大
量

の
資
材
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ

た
。
北
陸
本
線
の
貨
物
輸
送
量

も
急
激
に
伸
び
て
い
た
時
期

で
、
一
列
車
あ
た
り
の
重
量
も

定
数
一
杯
だ
っ
た
。
二
両
の
Ｄ

５
１
型
蒸
気
機
関
車
が
牡
牛
の

よ
う
な
図
体
を
ゆ
っ
さ
ゆ
っ
さ

と
揺
ら
し
な
が
ら
、
天
を
焦
が

す
激
し
い
煙
を
噴
き
上
げ
、
ゆ

っ
く
り
と
登
っ
て
く
る
。
ボ
イ

ラ
ー
が
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
の

排
気
音
は
、
見
る
者
の
心
臓
の

鼓
動
を
さ
ら
に
煽
り
立
て
る
。

そ
ん
な
峠
の
機
関
車
の
感
動
を

息
子
に
ぜ
ひ
、
と
わ
ざ
わ
ざ
車

を
停
め
て
見
せ
て
く
れ
た
は
ず

な
の
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
お

サ
ル
先
生
は
そ
の
様
子
を
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
父
が

熱
く
語
っ
て
く
れ
る
の
で
、
一

生
懸
命
に
そ
の
記
憶
を
辿
ろ
う

と
す
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も

思
い
出
せ
な
い
の
だ
。
い
み
じ

く
も
北
山
吉
明
先
生
が
「
三
歳

ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
は
記
憶

痕
跡
と
し
て
意
識
の
深
層
に
残

り
、
感
性
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
」
と
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
が
、
北
山
先
生
に
刷
り
込

ま
れ
た
の
が
「
美
し
い
音
楽
」

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
お
サ
ル
先

生
の
潜
在
意
識
に
は
「
峠
の
機

関
車
」
が
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
せ
い
か
、
お
サ
ル
先
生

は
鉄
道
に
は
特
別
の
思
い
を
寄

せ
て
い
る
し
、
と
り
わ
け
県
境

の
こ
の
峠
の
交
通
の
変
遷
に
は

興
味
が
あ
っ
た
。
調
べ
て
い
る

う
ち
に
勾
配
緩
和
の
た
め
数
回

に
わ
た
り
路
線
を
変
更
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
、
そ
の
遺
構

を
探
る
こ
と
は
考
古
学
の
よ
う

な
楽
し
み
が
あ
っ
た
し
、
ま
た

一
時
期
こ
の
急
坂
を
克
服
す
る

た
め
に
五
軸
の
特
殊
な
機
関
車

が
配
置
さ
れ
た
こ
と
も
知
っ
た
。

◇

九
十
歳
の
服
部
さ
ん（
仮
名
）

は
、
嚥
下
障
害
に
よ
る
肺
炎
を

く
り
返
す
た
め
、
大
学
病
院
で

胃
瘻
造
設
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
受
け

て
退
院
し
て
、
お
サ
ル
先
生
が

往
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
服

部
さ
ん
は
経
口
摂
取
が
全
く
で

き
ず
、
完
全
な
Ｐ
Ｅ
Ｇ
栄
養
管

理
で
は
あ
っ
た
が
、
か
す
れ
た

声
で
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
た

し
、
寝
た
き
り
で
は
な
く
、
つ

た
え
歩
き
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
で
き
た
。
し
か
し
、
い
つ

も
は
ボ
ー
っ
と
寝
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
お
サ
ル
先
生
は
型
通

り
の
診
察
を
し
て
く
る
だ
け
だ

っ
た
。
た
だ
、
老
父
の
介
護
に

大
変
熱
心
な
家
な
の
で
、
往
診

時
に
は
老
い
た
妻
と
息
子
夫
婦

が
歓
待
し
て
く
れ
た
。

あ
る
日
、
玄
関
先
に
置
か
れ

た
「
鉄
道
Ｏ
Ｂ
新
聞
」
を
目
ざ

と
く
見
つ
け
た
お
サ
ル
先
生

は
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
国
鉄
に

お
勤
め
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」

と
尋
ね
た
。「
主
人
は
機
関
士

だ
っ
た
の
で
す
。
し
が
な
い
蒸

気
機
関
士
で
し
た
が
、
息
子
は

国
鉄
の
管
理
職
に
な
っ
て
、
数

年
前
に
退
職
い
た
し
ま
し
た
」

と
、
に
こ
や
か
に
答
え
る
奥
さ

ん
は
満
足
そ
う
で
あ
っ
た
。

「
父
子
二
代
の
国
鉄
マ
ン
で
す

か
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」
。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
服
部
さ
ん

は
小
柄
で
は
あ
る
が
、
が
っ
ち

り
し
た
体
格
で
、
な
る
ほ
ど
元

機
関
士
と
い
っ
た
風
で
あ
る
。

お
サ
ル
先
生
は
急
に
む
ず
む

ず
と
蒸
気
機
関
車
現
役
時
代
の

機
関
士
の
話
を
聞
い
て
み
た
く

な
っ
た
。「
少
し
お
父
さ
ん
に

お
訊
ね
し
て
も
い
い
で
す

か
？
」。
息
子
夫
婦
と
そ
の
母

親
の
見
守
る
中
、
お
サ
ル
先
生

は
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
、
枕
も
と
に
顔
を
寄
せ
て
話

か
け
た
。

「
服
部
さ
ん
は
機
関
士
さ
ん

だ
っ
た
ん
で
す
ね
？
」。

「
・
・
・
」。

「
国
鉄
に
お
勤
め
だ
っ
た
か

ら
、
さ
ぞ
や
転
勤
が
多
か
っ
た

で
し
ょ
う
？
」。

こ
れ
に
は
奥
さ
ん
が
代
わ
り
に

「
た
だ
の
現
場
の
機
関
士
で
す
か

ら
、
北
陸
線
で
も
金
沢
周
辺
ば
か

り
で
し
た
よ
」
と
答
え
た
。

「
北
陸
線
で
す
か
。
こ
の
辺

り
で
難
所
と
い
え
ば
・
・
・
」。

「
倶
利
伽
羅
峠
」。
初
め
て
服

部
さ
ん
が
口
を
開
い
た
。
こ
れ

に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
色
め
き
立

っ
た
。
お
サ
ル
先
生
は
自
分
の

顔
が
紅
潮
す
る
の
が
分
か
っ
た
。

「
五
軸
の
、
五
軸
の
機
関
車

が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
あ
れ
も

運
転
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」。

「
あ
ー
、
Ｅ
１
０
。
あ
れ
も

乗
っ
た
な
」。

「
金
沢
近
辺
は
Ｄ
５
１
と
Ｃ

５
７
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
先
生
、
お
詳
し
い
で
す

ね
」
と
、
息
子
さ
ん
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
老

父
は
疲
れ
た
様
子
を
見
せ
た
の

で
、「
こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
」

と
お
サ
ル
先
生
は
頭
を
深
々
と

下
げ
て
、
お
宅
を
後
に
し
た
。

お
サ
ル
先
生
は
大
変
な
発
見

を
し
た
気
持
ち
で
帰
り
道
の
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
。
峠
の
機
関

車
を
実
際
に
動
か
し
て
い
た
男

が
目
の
前
に
い
る
。
こ
れ
は
貴

重
な
生
き
証
人
だ
。
た
し
か
に

医
者
の
職
務
を
越
え
た
行
為
か

も
し
れ
な
い
が
、
服
部
さ
ん
の

体
力
に
留
意
し
な
が
ら
、
で
き

る
限
り
の
聞
き
取
り
を
し
た
い

と
思
っ
た
。

◇

来
る
七
月
七
日
（
日
）
開
催

予
定
の
老
人
性
痴
呆
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
」
に
ち

な
ん
だ
一
本
を
書
こ
う
と
し
た

の
で
す
が
、
な
ん
だ
か
違
う
内

容
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
自
分
ネ
タ
に
な
る
と
、
そ

ろ
そ
ろ
連
載
も
終
わ
り
・
・
・

か
ナ
？
　
以
下
次
号
。

「医師とコ・メディカルのための講演会」のご案内 
―「痴呆」と向き合い、全人的医療を志向する― 

好評シリーズ「医師とコ・メディカルのための講演会」本年度企画のひとつとして、「痴呆」の問題を取り上げることにしまし
た。高齢者に対して全人的に接するには、「痴呆」の問題は避けて通れないものといえます。 
この度、25,000例を超える痴呆外来患者の緻密な臨床データをもとに数々のご著書を執筆された金子満雄先生を特別
講演にお迎えし、さらに地元のオピニオンリーダーお二人に加わっていただき、この問題を熱く語りたいと思います。少し先の
予定をご案内しますが、ぜひのご参加をお待ちしております。 

特
別
講
演 

特
別
講
演 

テーマ…「老人性痴呆の早期診断と治療の現況」 

講　師…浜松医療センター顧問　金子満雄先生 
 コメンテーター：ひろメンタルクリニック院長　奥田宏先生・呆け老人をかかえる石川家族の会代表　小坂直信先生 

共催　石川県保険医協会・エーザイ㈱・ファイザー製薬㈱ 

◆と　き…２００２年７月７日（日）午前１０時～午後１時 
◆ところ…金沢都ホテル　７階「飛翔の間」 

申込み 石川県保険医協会 TEL：076（222）5373／FAX：076（231）5156
（定員に達し次第、締め切らせていただきます） 

◇参加費……無料（どなたでもご参加いただけますが、事前に申込みが必要です。） 

呆け老人をかかえる石川家族の会 呆け老人をかかえる石川家族の会 
第19回 

総会・講演会・介護体験発表 
2002年6月30日（日） 日　時 
●午後1時～4時 

金沢市松ヶ枝福祉館 
4階　集会室 

場　所 

呆けやすい人・呆けにくい人 講　演 

早川一光氏 
（社）呆け老人をかかえる家族の会顧問 
総合人間研究所所長 

参加無料 
●当日託老所を設けます。準備の都合上ご希望の方は事
務局までご連絡ください。 

●12時からビデオ放映いたします。皆さん、お早めにお誘い
合わせの上、お出かけください。お待ちしています。 

主催 呆け老人をかかえる石川家族の会　事務局 
 〒920‐0942　金沢市小立野4－5－11 
 TEL 076（261）3399／FAX 076（260）7433
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第４回日本褥瘡学会学術集会
in KANAZAWA

褥瘡管理をより科学的に、
そしてより実践的に

─「真田先生の褥瘡講座」の真田弘美先生が学術集会長として開催─

【と　き】

2002年8月30日（金）午前9時50分～31日（土）午後5時
【ところ】

石川県立音楽堂（金沢市昭和町─金沢駅直結）
金沢全日空ホテル

【プログラム】
・あのブレーデンスケールのDr. Bradenによる特別講演

「褥瘡予防のエビデンス─予測の有効性─」
Dr. Barbara Braden
・米国の新進気鋭の褥瘡実践・研究者による招聘講演

「米国における高齢者の褥瘡の現状とチャレンジ」
Dr. Courtney Lyder
・医療者でなくても当日参加できる開かれた講演会（どなたでも参加できます）

【特別公開講座】
「21世紀の新老人」日野原重明（聖路加国際病院理事長）
■問い合わせ先：
〒162‐0802 東京都新宿区改代町16番地
㈱春恒社内 日本褥瘡学会事務局 第4回日本褥瘡学会学術集会係
TEL 03‐3269‐6051／FAX 03‐3269‐6068
E-mail jokusou@shunkosha.com
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フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
若
い

女
性
に『
日
本
の
方
で
す
か
』

と
呼
び
と
め
ら
れ
た
。
ル
ー

マ
ニ
ア
か
ら
参
加
し
た
医
学

生
で
『
今
夏
、
医
学
生
の
国

際
会
議
を
主
催
し
、
高
齢
者

問
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

る
の
で
勉
強
に
来
た
。ぜ
ひ
、

進
ん
だ
日
本
の
制
度
を
知
り

た
い
』と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

対
話
し
た
外
国
代
表
は
一
様

に
自
国
の
高
齢
化
率
の
高
さ

を
問
題
に
し
て
、
進
ん
で
い

る（
と
彼
ら
は
思
っ
て
い
る
）

日
本
の
高
齢
者
の
実
情
と
対

策
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
参

加
し
て
い
た
。

イ
ン
ド
の
高
齢
者
対
策
を

進
め
る
基
金
の
代
表
は
日
本

の
高
齢
者
施
設
の
運
営
、
介

護
の
内
容
と
研
修
制
度
に
つ

い
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
交

流
と
援
助
を
求
め
て
い
た
。

バ
ル
ト
海
沿
岸
の
諸
国
で

も
高
齢
化
が
進
み
、
日
本
の

制
度
を
研
究
し
た
い
と
言
わ

れ
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の

発
展
途
上
国
は
エ
イ
ズ

問
題
が
深
刻
で
、
高
齢

者
問
題
と
と
も
に
貧
困

の
解
決
が
重
要
で
、
国

際
的
援
助
（
債
務
の
免

除
）
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
た
。
ア
ジ
ア
諸
国

の
高
齢
化
も
深
刻
で
、

中
国
の
女
医
さ
ん
は

『
中
国
に
は
現
在
一
億
三

千
万
人
の
高
齢
者
が
お
り
、

今
世
紀
半
ば
に
は
四
億
人
に

達
す
る
。
高
齢
者
対
策
は
国

家
的
課
題
だ
』
と
話
し
た
。

中
国
の
取
り
組
み
を
知
る

た
め
に
展
示
会
場
を
訪
れ
た

が
、
N
G
O
と
い
う
よ
り
、

政
府
そ
の
も
の
の
政
策
宣
伝

の
よ
う
だ
っ
た
。
展
示
物
は

老
人
大
学
（
日
本
の
高
砂
大

学
）
、
高
齢
者
高
級
住
宅
、

教
授
の
退
職
者
組
織
な
ど
の

パ
ン
フ
や
紹
介
ビ
デ
オ
が
多

く
、
全
階
層
向
け
と
い
う
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
催
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
日
本

の
高
齢
者
の
現
状
と
課
題
」

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
企

画
さ
れ
、
今
、
最
大
の
国
民

的
課
題
と
な
っ
て
い
る
医
療

保
険
改
悪
の
内
容
、
高
齢
者

の
リ
ス
ト
ラ
と
年
々
改
悪
さ

れ
る
年
金
制
度
、
介
護
保
険

制
度
下
の
ヘ
ル
パ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
石
川

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は
組
織
の
簡
単

な
紹
介
と
最
近
、
中
心
的
な

活
動
と
な
っ
て
い
る
介
護
保

険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ス
ン
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

日
本
の
医
療
・
福
祉
制
度

に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
識
が

な
い
外
国
か
ら
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
少
し
理
解
が
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
医

学
生
を
含
め
、
日
本
の
実
情

と
対
策
に
関
心
を
持
つ
外
国

か
ら
の
参
加
者
で
会
場
は
埋

ま
り
、
質
問
も
出
て
、
初
め

て
の
企
画
と
し
て
は
成
功
し

た
と
い
え
る
。

樋
口
恵
子
氏
は
、
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
「
変
革
の
た
め

の
女
性
高
齢
者
」
で
ス
ピ
ー

カ
ー
に
な
っ
て
い
た
の
で
何

を
話
す
か
興
味
が
あ
っ
た
。

自
ら
主
宰
す
る
高
齢
社
会
を

良
く
す
る
女
性
の
会
で
は
理

事
や
事
務
局
員
、
協
力
者
と

し
て
男
性
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、『
女
性
組
織
の
活
動
に

も
男
性
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
』
と
い
う
主
旨
の
発
言
だ

っ
た
。
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わ
が
家
で
は
、
毎
年
夏
休

み
に
な
る
と
、
根
性
合
宿
な

る
も
の
を
行
う
こ
と
が
恒
例

と
な
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た

ち
は
小
学
校
に
入
学
す
る

と
、
好
む
好
ま
ざ
る
に
関
わ

ら
ず
、
全
員
こ
の
合
宿
に
参

加
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
た
。

そ
れ
は
食
料
を
は
じ
め
、

テ
ン
ト
、
寝
袋
な
ど
生
活
用

具
一
式
を
す
べ
て
全
員
で
担

い
で
、
北
ア
ル
プ
ス
を
縦
走

す
る
と
い
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
過
酷
な
合
宿
で
あ

っ
た
。
僕
を
頭
に
小
五
の
長

男
、
小
三
の
次
男
、
小
一
の

三
男
と
男
四
人
で
荷
物
を
担

い
で
歩
く
そ
の
姿
は
な
か
な

か
の
も
の
で
あ
っ
た
。
今
の

子
ど
も
た
ち
は
自
宅
に
い
れ

ば
何
一
つ
不
自
由
の
な
い
生

活
が
送
れ
る
。
好
き
な
も
の

は
何
で
も
手
に
入
る
し
、
水

や
太
陽
の
有
り
難
さ
も
感
じ

る
こ
と
は
な
い
。
フ
ァ
ミ
コ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
囲
ま
れ
、

自
然
と
は
疎
遠
な
環
境
の
中

で
生
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
山
で
は

こ
う
は
い
か
な
い
。
す
べ
て

自
由
が
利
か
な
い
、
原
始
的

な
世
界
に
放
り
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
水
を
手
に
入
れ

る
こ
と
さ
え
時
に
は
困
難
に

な
る
。
ま
た
つ
ら
く
と
も
逃

げ
場
所
は
無
い
。
自
分
の
足

で
歩
い
て
進
ま
な
け
れ
ば
誰

も
助
け
て
は
く
れ
な
い
。
そ

ん
な
不
自
由
な
生
活
が
子
ど

も
た
ち
に
は
新
鮮
に
映
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
わ
け
な
の

だ
が
、
な
か
な
か
親
が
思
う

ほ
ど
感
動
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
と
に
か

く
根
性
だ
け
は
付
き
そ
う
で

あ
る
。
さ
す
が
に
小
学
校
一

年
生
で
こ
の
合
宿
に
最
初
に

参
加
し
た
時
に

は
、
ま
ず
泣
き

泣
き
歩
く
羽
目

に
な
る
の
は
間

違
い
な
い
が
、

そ
の
翌
年
か
ら

の
頼
も
し
い
こ

と
。
時
と
し
て

僕
を
お
い
て
先

に
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
度
々

あ
る
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
成

長
ぶ
り
に
は
驚

か
さ
れ
る
。

あ
る
年
は
槍

穂
高
連
峰
の
縦

走
を
、
ま
た
あ

る
年
は
栂
海
新

道
の
縦
走
を
三

泊
か
ら
四
泊
の

日
程
で
登
山
を

続
け
る
。
い
わ

ゆ
る
あ
め
と
む

ち
、
子
ど
も
た

ち
を
連
れ
て
歩

く
の
に
は
美
味

し
い
褒
美
も
必

要
に
な
る
。
北
ア
ル
プ
ス
で

は
夏
で
も
残
雪
が
豊
富
に
残

る
た
め
、
こ
れ
を
利
用
し
た

か
き
氷
は
最
高
の
ご
馳
走
に

な
る
。
毎
年
イ
チ
ゴ
や
メ
ロ

ン
な
ど
た
っ
ぷ
り
の
ミ
ツ
を

持
っ
て
山
に
出
か
け
た
も
の

で
あ
っ
た
。
や
は
り
炎
天
下

の
夏
に
は
こ
れ
し
か
な
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
か
ら
雪
解
け
水

を
利
用
し
た
そ
う
め
ん
も
最

高
の
ご
馳
走
で
あ
る
。
ば
て

て
食
欲
の
な
い
時
で
も
、
冷

た
い
そ
う
め
ん
だ
け
は
ど
ん

ど
ん
腹
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

あ
る
夏
、
子
ど
も
三
人
を

連
れ
後
立
山
連
峰
を
白
馬
岳

か
ら
祖
母
谷
に
下
っ
て
い
る

時
、
尾
根
上
で
ば
っ
た
り
ク

マ
に
出
く
わ
し
た
。
そ
の
距

離
わ
ず
か
に
十
数
メ
ー
ト

ル
。
今
で
も
ク
マ
の
う
な
り

声
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
子
ど

も
連
れ
ゆ
え
、
一
人
で
逃
げ

出
す
わ
け
に
も
い
か
ず
正
直

観
念
し
、
に
ら
み
返
し
て
や

っ
た
。
ク
マ
も
子
連
れ
の
僕

の
迫
力
に
恐
れ
入
っ
た
か
、

睨
ま
れ
て
草
藪
の
中
に
退
散

し
た
。
あ
の
時
は
さ
す
が
に

肝
を
冷
や
し
た
。

数
々
の
子
連
れ
山
行
の
中

で
も
、
最
も
厳
し
い
も
の
は

馬
場
島
か
ら
剣
岳
を
日
帰
り

し
た
山
行
だ
ろ
う
。
当
時
長

男
は
小
五
、
次
男
は
小
三
、

三
男
は
小
一
だ
っ
た
。
早
月

尾
根
は
北
ア
ル
プ
ス
で
も
最

も
標
高
差
が
あ
る
尾
根
と
し

て
登
山
者
に
は
恐
れ
ら
れ
て

い
る
。
標
高
差
は
二
千
二
百

メ
ー
ト
ル
。
朝
三
時
過
ぎ
に

馬
場
島
を
立
ち
、
こ
の
尾
根

を
四
人
で
日
帰
り
し
た
。
だ

め
元
で
途
中
で
引
き
返
せ
ば

良
い
と
挑
戦
し
た
も
の
の
、

全
員
驚
く
よ
う
な
早
さ
で
日

帰
り
し
て
し
ま
っ
た
。
特
に

小
学
校
一
年
生
の
三
男
が
完

登
し
た
姿
に
、
改
め
て
子
ど

も
の
潜
在
能
力
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
た
。
最
近
で
は
高
校

生
に
な
っ
た
長
男
を
連
れ
て

冬
山
に
行
く
こ
と
も
た
ま
に

は
あ
る
。

非
日
常
的
な
世
界
で
自
分

を
試
す
登
山
と
い
う
行
為

は
、
少
し
は
子
ど
も
た
ち
の

今
後
の
人
生
の
役
に
立
つ
だ

ろ
う
と
、
少
し
ば
か
り
の
期

待
を
持
っ
て
い
る
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）
【第4話】　山と子ども 

剣岳山頂にて…
小学生でも頑張れば日帰りで剣岳を往復できる。
子どもの力は親の創造を遥かに超えていた。

清水平にて…誰もいない後立山の別天地、清水平
にテントを張った。山では子どもたちも生き生き
している。

お
申
し
込
み
は
…
　
石
川
県
保
険
医
協
会
　1
0
7
6（
2
2
2
）5
3
7
3
　
F
A
X
0
7
6（
2
3
1
）5
1
5
6

E
-m
ail : ishikaw

a-hok@
doc-net.or.jp

会員特価　　3,000円 

国際的EBM治療マニュアル 
第5弾発行！ 

向
精
神
薬
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ただいまご注文を受付中 

好
評
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
五
冊
目
、
変
換
期
に
あ

る
薬
物
療
法
に
も
分
か
り
や
す
く
対
応
が
で
き
る
『
向
精
神

薬
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
（
月
刊
保
団
連
臨
時
増
刊
号
）
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

A5判300ページ　3,500円 

高
齢
者
問
題
世
界
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て 

3回シリーズ 
（その2） 
3回シリーズ 
（その2） 

日
本
の
高
齢
化
対
策
に
強
い
関
心
か

国
際
高
齢
者
年
・
石
川
N
G
O
運
営
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
　
　
良
明（
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
／
金
沢
市
・
内
科
）

フォーラム総会場に集まった各国代表
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一
で
の
〝
メ
ン
タ
ル
ト
ー
ク
〞

と
い
う
や
り
と
り
で
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
三
回
、『
で
ん

で
ん
ニ
ュ
ー
ス
』
と
い
う
通
信

を
発
行
し
た
り
、
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
な
ど
で
、
双
方
向
の
つ
な
が

り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
は
、
講
師
の
先
生

を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を
催
し

て
い
ま
す
。
五
人
で
の
活
動
で

す
か
ら
、
チ
ラ
シ
配
り
か
ら
、

当
日
の
会
場
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ま

で
、
今
ま
で
参
加
く
だ
さ
っ
た

方
々
や
友
人
た
ち
の
力
を
借
り

て
進
め
て
い
ま
す
。

会
員
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
通
信
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
た
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
て
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
毎
回
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
や
、
は
っ
き
り
と
し
た

目
的
を
お
持
ち
に
な
り
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
参
加
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
が
自
分
の
た
め

の
時
間
を
作
る
た
め
、
毎
回
託

児
も
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

と
た
っ
た
二
時
間
で
も
離
れ

て
、
自
分
に
没
頭
す
る
と
い
う

貴
重
な
時
間
を
体
験
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

● 連 絡 先 ● 

疲
れ
た
お
母
さ
ん
に
、 

ふ
ら
っ
と
寄
れ
る
場
所
を 

代表　福多　唯 
TEL  076（280）1819  FAX 076（277）6503 
〒921‐8116 金沢泉ヶ丘郵便局留置Snigel m.宛 

E-mail snigel_m@mcn.ne.jp

自分をみつけるママの会 
Snigel m.（スニーゲル マム） 

その22

自
分
を
み
つ
け
る
マ
マ
の
会 S

nig
el m

.

（
ス
ニ
ー
ゲ
ル 

マ
ム
） 

　
川
上
　
泉
 

自
分
を
み
つ
け
る
マ
マ
の
会 

S
nig
el m
.

（
ス
ニ
ー
ゲ
ル 

マ
ム
） 

「
お
か
あ
さ
ん
」
っ
て
、
ど

う
い
う
人
の
こ
と
を
言
う
の
で

し
ょ
う
。
あ
る
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
個
人
も
そ
し
て
社
会

も
・
・
・
。
自
分
で
課
し
た
思

い
、他
か
ら
強
要
さ
れ
る
課
題
、

そ
う
い
う
も
の
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
て
苦
し
く
な
っ

て
い
る
人
が
少
な
く
は
な
い
は

ず
で
す
。

私
た
ちS

n
ig
el
m

．
（
ス
ニ

ー
ゲ
ル

マ
ム
）
は
、
二
〇
〇

〇
年
六
月
よ
り
「
自
分
を
み
つ

け
る
マ
マ
の
会
」
と
改
訂
し
て

現
在
の
ス
タ
ッ
フ
五
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
（
そ
れ
よ
り
以
前

は
、「
双
子
を
持
つ
育
児
困
難

な
女
性
の
会S

n
ig
el

」
と
い
う

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
ス
タ
ッ

フ
が
し
て
い
ま
し
た
）。

ス
ニ
ー
ゲ
ル
と
い
う
の
は
、

か
た
つ
む
り
と
い
う
意
味
で

す
。
誰
も
が
背
中
の
硬
い
殻
の

中
に
悲
し
み
を
背
負
っ
て
い

る
、
わ
た
し
だ
け
で
は
な
い
、

そ
う
い
う
思
い
を
込
め
て
付
け

た
名
前
で
す
。
殻
の
中
は
様
々

で
、育
児
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
だ
っ
た

り
、
依
存
だ
っ
た
り
、
う
つ
状

態
だ
っ
た
り
・
・
・
。
ど
う
に

も
な
ら
な
い
、
と
諦
め
て
い
た

思
い
も
自
分
の
口
か
ら
出
し
て

し
ま
う
こ
と
で
、
人
か
ら
同
じ

よ
う
な
体
験
を
聞
く
こ
と
で
、

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
深
い
苦
し

み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
こ
と
で
、
少
し
心
が
軽
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

月
に
一
〜
二
回
の
ペ
ー
ス
で

ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
り
、
サ
ロ

ン
を
開
い
た
り
し
て
心
の
内
を

ふ
っ
と
吐
き
出
す
「
場
」
を
作

っ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
い
て
勉
強
を
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
し
た
り
・
・
・
と
い
う

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
う

し
て
い
く
中
で
〝
そ
の
人
が
本

来
持
ち
内
側
に
秘
め
て
い
る
能

力
や
魅
力
を
発
揮
す
る
こ
と
〞

す
な
わ
ち
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が

発
揮
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
ま
す
。「
助
け
て
」
と
声
に

な
ら
な
い
言
葉
に
は「
一
緒
に
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
テ
ー
マ
を
決
め
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
し
た
り
（
七
月
か
ら

は
実
際
に
「
依
存
」
を
テ
ー
マ

に
集
ま
り
を
開
く
予
定
で
す
）、

自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
り
、

周
り
の
友
達
に
は
気
軽
に
話
せ

な
い
悩
み
が
あ
る
時
に
は
一
対

fffffffffffffffffffffff

f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
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f
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f
f
f
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f
f
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f
f

眼 科 ス タ ッ フ の 会  
第27回 

1．日　時：2002年7月19日（金） 19：30～21：00 
2．場　所：浅ノ川総合病院　3F講義室　金沢市小坂町中83 
3．演　題：みなおそう、屈折と調節の常識 
4．講　師：㈱ワック  代表取締役  中川　皓夫 氏 
5．対　象：北陸3県の眼科スタッフ　　6．会　費：300円 

問い合わせ先 
眼科スタッフの会顧問 あさい眼科クリニック 院長 浅井　宏志 
眼科スタッフの会世話人 浅ノ川総合病院 眼科部長 早見　宏之 
　　　　　〃  ORT 福田　照代 

TEL 076‐252‐2101　　FAX 076‐252‐2102

5
人
の
ス
タ
ッ
フ
で 

カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に 

医
師
の
ほ
ん
の
一
声
に
 

　
　
　
ふ
っ
…
と
和
ん
で

年に一度、講演会を開催

私
自
身
、子
ど
も
が
ゼ
ロ
歳
、

二
歳
、
四
歳
と
い
う
こ
ろ
、
強

い
頭
痛
に
襲
わ
れ
子
ど
も
を

「
ビ
デ
オ
」
に
預
け
、
階
下
の

人
に
声
を
か
け
て
近
く
の
医
院

へ
駆
け
込
ん
だ
こ
と
が
何
回
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ご

覧
に
な
っ
て
、
医
師
は
、「
子

育
て
は
あ
な
た
ひ
と
り
で
は
無

理
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
精
一
杯

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
っ
て
、
あ
の
子
た
ち
の

母
親
は
「
私
」
し
か
い
な
い
の

だ
し
、
私
が
や
ら
な
か
っ
た
ら

誰
が
や
る
と
い
う
の
？
っ

て
・
・
・
。
具
合
が
悪
い
の
で

子
ど
も
に
も
つ
ら
く
あ
た
り
、

心
配
を
か
け
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
医
師
に
は
積
極
的
に
声
を

か
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
調
子
の
悪
い
時

の
お
か
あ
さ
ん
は
、
疲
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。「
大

変
だ
け
ど
」
と
か
「
困
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
す
か
」
と
一

声
掛
け
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、

心
が
ふ
っ
・
・
・
と
和
む
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、「
こ
ん
な
場

所
が
あ
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ

と
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
い
て
、
ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

年に3回発行される『でんでんニュース』

摂食障害についての集まりも開かれている
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五
月
二
日
、
日
本
国
憲
法
施

行
五
十
五
周
年
記
念
日
の
集
い

で
、
南
山
大
学
憲
法
学
教
授
の

小
林
武
氏
（
六
十
歳
）
の
記
念

講
演
「
憲
法
九
条
と
有
事
立
法

の
危
険
」
が
、
石
川
県
教
育
会

館
で
あ
っ
た
。
日
本
の
憲
法
と

現
下
も
ろ
も
ろ
の
政
治
・
外
交

情
勢
に
関
心
を
寄
せ
る
百
七
十

人
の
聴
衆
で
、
会
場
は
満
杯
で

あ
っ
た
。
私
と
神
田
事
務
局
長

が
聴
講
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

『
今
日
は
、
本
来
な
ら
ば
政

府
み
ず
か
ら
が
記
念
日
を
祝

い
、
こ
の
一
年
間
の
政
治
の
現

状
と
将
来
を
、国
民
に
報
告
し
、

約
束
す
べ
き
日
だ
。
し
か
し
小

泉
内
閣
は
憲
法
を
〝
憎
悪
〞
し

て
い
る
。
憲
法
の
束
縛
（
立
憲

主
義
）
を
意
に
介
す
る
こ
と
な

く
、
有
事
法
制
・
個
人
情
報
保

護
法
・
医
療
制
度
改
革
等
々
を

現
国
会
で
急
い
で
審
議
し
成
立

を
目
指
す
。
い
ず
れ
も
大
切
か

つ
危
険
な
法
案
で
あ
る
。
わ
れ

ら
国
民
は
国
会
議
員
の
疑
惑
報

道
な
ど
に
足
元
を
す
く
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
際
し
っ
か
り

と
経
過
を
監
視
し
正
論
を
発
言

し
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

小
泉
首
相
と
は
如
何
な
る
人

物
か
？
　
昨
年
の
就
任
発
言
で

は
、
改
憲
の
具
体
的
作
業
に
入

る
と
し
た
。
（
第
九
九
条
。

・
・
・
国
務
大
臣
・
国
会
議

員
・
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員

は
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義

務
を
負
う
）
内
閣
総
理
大
臣
の

資
格
で
靖
国
神
社
を
公
式
参
拝

し
た
。
（
戦
争
神
社
に
詣
り
、

一
方
で
ア
ジ
ア
共
同
体
を
作
る

と
言
う
）
支
持
率
が
下
ろ
う
と

も
私
の
改
革
論
は
微
動
だ
に
し

な
い
。（
政
治
は
国
民
の
意
志

で
変
え
る
べ
き
も
の
）
こ
の
一

年
は
毎
日
が
有
事
だ
、
備
え
あ

れ
ば
憂
い
無
し
だ
。（
余
り
に

も
軽
々
し
い
比
喩
）。
以
上
の

よ
う
に
、
彼
は
明
ら
か
な
反
立

憲
主
義
者
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
突
然
出
て
き
た
有
事

法
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ

に
「
戦
争
を
す
る
の
に
必
要
な

法
律
群
」
で
あ
る
。
法
律
専
門

書
で
は
古
今
東
西
の
原
則
と
し

て
、
緊
急
事
態
と
は
、
ま
ず
緊

急
と
宣
言
し
て
、
権
力
の
一
極

集
中
、
軍
事
力
の
強
化
、
国
民

の
権
利
制
限
を
行
う
と
記
し
て

あ
る
。
日
本
の
場
合
、
そ
の
射

程
と
し
て
第
一
分
類
、
第
二
分

類
、
第
三
分
類
が
あ
っ
て
、
か

つ
無
際
限
に
進
む
本
質
を
含
め

て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
今
、
テ
ロ
、
不

審
船
以
外
に
、
武
力
攻
撃
を
受

け
る
可
能
性
が
万
が
一
に
も
な

い
の
に
、
有
事
法
制
が
必
要
な

の
か
？
　
結
局
は
、
ア
メ
リ
カ

が
起
こ
す
戦
争
へ
の
従
属
軍
事

支
援
な
の
で
あ
る
。
武
力
攻
撃

を
受
け
る
「
お
そ
れ
」
か
「
予

測
」
が
あ
る
時
に
自
衛
隊
出
動

と
な
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
に

あ
る
米
軍
基
地
か
ら
出
撃
す
れ

ば
相
手
国
は
日
本
を
攻
撃
す
る

だ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
憲
法
が
存
在

す
る
意
味
を
考
え
よ
う
。
立
憲

主
義
と
は
、
国
家
権
力
を
憲
法

に
よ
っ
て
束
縛
し
、
そ
こ
で
許

さ
れ
る
範
囲
で
し
か
何
事
も
決

定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
緊

急
権
な
ど
は
究
極
的
例
外
法
と

し
て
憲
法
の
条
文
に
入
れ
て
置

く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
日
本
国

憲
法
に
は
そ
の
条
文
を
入
れ
て

な
い
。
第
九
条
は
戦
争
の
積
極

的
排
除
で
あ
る
か
ら
、
有
事
法

制
は
本
質
的
に
否
定
さ
れ
る

し
、
第
一
一
条
と
第
九
七
条
は

国
民
の
基
本
的
人
権
の
不
可
侵

を
規
定
し
て
い
る
の
で
、「
公

共
の
福
祉
」
論
な
ど
根
拠
と
な

ら
な
い
。
「
超
法
規
的
措
置
」

は
対
自
衛
隊
規
制
だ
が
、
む
し

ろ
利
用
し
て
い
る
。
自
衛
隊
法

は
既
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
テ

ロ
・
不
審
船
事
件
な
ど
に
対
し

て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や
警

察
法
に
よ
る
緊
急
措
置
で
十
分

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
と
現
実

の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
国
民

は
今
ど
う
考
え
ど
う
行
動
す
べ

き
な
の
か
。
そ
の
原
点
は
、
第

九
条
の
非
武
装
・
不
服
従
の
基

本
理
念
で
あ
り
、
有
事
を
起
こ

さ
な
い
外
交
・
平
和
・
福
祉
へ

の
努
力
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

改
憲
手
続
は
第
九
六
条
で
、
全

議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成

を
得
て
国
会
が
発
議
し
国
民
へ

提
案
し
、
国
民
投
票
に
よ
る
過

半
数
の
承
認
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
何
と
し
て
で
も
、
今
の

平
和
憲
法
を
護
り
た
い
！
　
有

事
法
制
は
つ
く
る
べ
き
で
な

い
！
　
そ
し
て
憲
法
通
り
の
政

治
を
政
府
に
行
わ
せ
る
こ
と
を

求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
』。

な
お
、
有
事
法
制
の
内
容
に

関
し
て
の
説
明
も
さ
れ
ま
し
た

が
、
割
愛
し
ま
す
。

●
参
考
書
と
し
て
、
小
林

武
著
『
よ
う
こ
そ
日
本
国
憲
法

へ
』
法
学
書
院
二
〇
〇
二
年
三

月
初
版
第
四
刷
発
行
　
定
価
二

千
二
百
円
＋
税
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
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▲ 

「
君
が
ぼ
く
の
元
気
」 

大
根
布
小
学
校
教
員
　
塩
谷
　
道
子 

│
障
害
児
学
級
を
受
け
持
っ
て
│ 

中
山
謙
さ
ん
（
ゆ
ず
り
ん
、

と
呼
ん
で
い
ま
す
）
の
歌
に

「
君
が
ぼ
く
の
元
気
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。

私
が
障
害
児
学
級
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
三
年
に
な
り

ま
す
が
、
毎
日
こ
の
歌
の
通
り

の
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
は
二
人
で

す
。
た
か
ち
ゃ
ん
と
よ
う
ち
ゃ

ん
で
す
。
朝
、
た
か
ち
ゃ
ん
は

私
を
見
つ
け
る
と
飛
び
つ
い
て

き
て
く
れ
ま
す
。
よ
う
ち
ゃ
ん

は
、
こ
ん
な
に
楽
し
そ
う
な
表

情
が
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
と

び
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
私
の
心
は

幸
せ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

よ
う
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
に
来
た

こ
ろ
の
よ
う
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
と

ん
ど
言
葉
を
話
し
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
私
な
ん
か
全
然
眼
中
に

あ
り
ま
せ
ん
。
よ
う
ち
ゃ
ん
は

目
も
合
わ
せ
ず
に
体
育
館
の
舞

台
で
跳
び
は
ね
て
は
首
を
か
し

げ
て
何
か
を
見
て
い
ま
し
た
。

よ
う
ち
ゃ
ん
に
私
を
見
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
、
私
も
舞
台
に
上

が
っ
て
幕
の
後
ろ
に
隠
れ
て

「
よ
う
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
ま
す
。

初
め
は
何
の
反
応
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
あ
る
時
、
い
つ

も
の
よ
う
に
「
よ
う
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ぶ
と
、
幕
を
ぱ
っ
と
ま
く

っ
て
私
を
見
つ
け
て
く
れ
た
の

で
す
。
そ
の
と
き
の
感
激
は
今

で
も
は
っ
き
り
思
い
出
さ
れ
ま

す
。よ

う
ち
ゃ
ん
た
ち
に
出
会
っ

て
感
じ
た
こ
と
は
、
人
間
は
だ

れ
で
も
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
人
間
の
感
情
は

と
て
も
豊
か
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
き

れ
い
な
も
み
じ
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
よ
う
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ

ん
か
ら
「
と
っ
て
も
き
れ
い
で

よ
か
っ
た
よ
」
と
い
う
お
話
を

聞
い
た
か
ら
で
す
。
休
憩
所
が

あ
っ
た
の
で
そ
こ
へ
入
っ
て
、

さ
あ
、
み
ん
な
の
好
き
な
あ
め

を
食
べ
よ
う
か
、
と
ふ
く
ろ
を

開
け
よ
う
と
す
る
と
、
よ
う
ち

ゃ
ん
は
す
っ
と
立
っ
て
外
へ
出

て
行
こ
う
と
し
ま
す
。
す
ぐ
に

で
も
食
べ
た
い
は
ず
の
よ
う
ち

ゃ
ん
が
食
べ
な
い
な
ん
て
、
い

っ
た
い
ど
う
し
た
の
か
さ
っ
ぱ

り
分
か
り
ま
せ
ん
。
後
か
ら
つ

い
て
い
き
ま
し
た
。
別
の
建
物

に
行
き
ま
す
。
そ
う
か
、
こ
こ

で
食
べ
た
か
っ
た
の
か
、
と
納

得
し
た
私
は
「
よ
う
ち
ゃ
ん
ち

ょ
っ
と
待
っ
て
ね
。
あ
め
を
持

っ
て
く
る
か
ら
」
と
ダ
ッ
シ
ュ

で
引
き
返
し
あ
め
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
建
物

を
一
周
し
た
よ
う
ち
ゃ
ん
は
、

ま
た
出
て
い
き
ま
す
。
ど
う
な

っ
て
る
の
、
せ
っ
か
く
あ
め
ま

で
持
っ
て
来
た
の
に
・
・
・
、

と
思
い
な
が
ら
も
ま
た
後
を
つ

い
て
行
き
ま
し
た
。
広
場
を
通

っ
て
ま
た
元
の
方
へ
行
き
か
け

た
時
で
す
。
私
の
頭
に
ぴ
ん
と

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
、
そ
う
か
。
よ
う
ち
ゃ
ん
、

こ
こ
を
案
内
し
て
く
れ
と
る
ん

や
」
よ
う
ち
ゃ
ん
は
そ
う
だ
と

も
違
う
と
も
言
い
ま
せ
ん
。
で

も
、
私
は
確
信
し
ま
し
た
。
よ

う
ち
ゃ
ん
が
月
に
一
回
通
っ
て

い
る
通
所
セ
ン
タ
ー
を
見
学
に

行
っ
た
日
に
、
セ
ン
タ
ー
の
先

生
が
「
き
ょ
う
は
、
よ
う
ち
ゃ

ん
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
回
る

ね
。
先
生
に
セ
ン
タ
ー
を
案
内

し
て
る
み
た
い
や
ね
」
と
言
わ

れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
の
で

す
。
よ
う
ち
ゃ
ん
は
、
元
の
場

所
へ
も
ど
っ
て
、
落
ち
着
い
て

あ
め
や
お
か
し
を
食
べ
ま
し

た
。
よ
う
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
さ

に
触
れ
た
私
は
、
幸
せ
気
分
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
が
な

く
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
止
め
る
心
を

私
た
ち
が
持
た
な
く
て
は
、
と

思
う
日
々
で
す
。

（
文
中
の
名
前
は
仮
名
で
す
）

「核戦争を防止する石川医師の会」も後援 

憲法9条と有事立法の危険・小林武講演を聴いて 

核戦争を防止する石川医師の会代表世話人・石川県保険医協会顧問 
安藤　良一（金沢市・内科） 

ピース・デイ　7.28
主催／2002年反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会 

わたしたちは、今年18回目の「反核・平和おりづる市民のつどい」を、
平和を祈念する一日、ピースデイとして開催します。核兵器に反対し
平和を願う多くの団体・個人・市民の参加をこころから呼びかけます。 

■と　き：7月28日（日）午前10時から 
■ところ：金沢市卯辰山 
 玉兎ヶ丘原爆碑「平和の子ら」像  前広場 

※追悼式典、平和のつどい、平和行進を連続して開催します。いづれ 
　かを選んで参加することもできます。 

1．追悼式典：10時～10時30分 

2．平和のつどい：10時30分～11時45分 

1998年8月9日に原爆犠牲者追悼碑（平和の子ら像）が建立さ
れてから早くも４年がたちました。平和への願いを込めて、今年
も、おりづるを持ち寄り、像の前をかざりましょう。 

3．平和行進：12時15分～12時45分 
 （武蔵ヶ辻→中央公園） 
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★平和の子ら像・4周年記念 

演者の小林武氏
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四
月
に
眼
科
を
開
院
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し

た
。
今
ま
で
使
っ
て
み
て
、
少
し
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て
私
が
感
じ
た
所
を
紹
介
し
ま

す
。私

が
電
子
カ
ル
テ
に
一
番
期
待
し
て
い
た
の
は
、
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
紙
を
な

く
す
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。
眼
科
の
場
合
、
屈
折
、
角
膜

曲
率
、
視
野
な
ど
の
デ
ー
タ
ー
を
電
子
カ
ル
テ
に
取
り
込
む

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
紙
の
ま
ま
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
取
り
込
み
た

い
時
は
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
込
ま
せ
る
と
い
う
方
法
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
紙
は
残
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で

は
、
カ
ル
テ
代
わ
り
に
患
者
さ
ん
一
人
に
一
枚
の
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
を
用
意
し
、
患
者
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
っ
た
問
診
表

と
一
緒
に
、
検
査
結
果
の
紙
を
挟
ん
で
保
存
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

さ
て
、
実
際
に
診
療
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
保
険
点
数
、

薬
、
病
名
の
入
力
は
、
自
分
が
よ
く
使
用
す
る
も
の
を
セ
ッ

ト
に
し
て
お
け
ば
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
の
で
す
が
、
所
見
を

書
く
の
に
手
間
取
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
保

険
点
数
と
薬
は
入
力
し
て
し
ま
わ
な
い
と
、
患
者
さ
ん
の
会

計
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
、
何
が
起
こ
っ
て
も
こ
れ
だ
け
は

す
ば
や
く
入
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
所

見
は
後
か
ら
書
け
ば
い
い
や
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に
、
患

者
さ
ん
を
待
た
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
問
診
表
に
絵
だ
け
を
書
い
て
お
い
て
、
会
計
が
終
わ
っ

て
か
ら
入
力
し
て
い
ま
す
。

所
見
の
入
力
の
方
法
に
は
、
文
字
を
書
く
場
合
と
絵
を
描

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
文
字
を
書
く
場
合
は
、
よ
く
使
う
言

葉
を
ワ
ー
ド
ツ
ー
ル
や
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
入
れ
て
お
き
、
マ

ウ
ス
で
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
早
く
書
け
る
の
で
す
が
、
実
際
は

書
き
た
い
言
葉
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
の
言
葉
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
探
す
の
に
手
間
取
る
こ
と
が
多
く
、
キ
ー
ボ

ー
ド
を
使
っ
て
手
で
入
力
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
絵
を

描
く
場
合
は
、
ド
ロ
ー
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
よ
く
使
う
絵
を
テ

ン
プ
レ
ー
ト
に
入
れ
て
お
き
、
そ
の
絵
の
上
か
ら
ペ
ン
タ
イ

プ
の
マ
ウ
ス
で
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

い
か
に
た
く
さ
ん
の
言
葉
や
絵
を
入
れ
て
お
い
て
、
簡
単
に

引
き
出
し
て
入
力
で
き
る
か
が
、
使
い
勝
手
の
善
し
悪
し
を

決
め
る
よ
う
で
、
こ
れ
は
毎
日
の
診
療
を
通
し
て
自
分
で
作

り
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

確
か
に
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
医
師
の
仕
事
量

は
増
え
ま
す
が
、
カ
ル
テ
が
増
え
な
い
こ
と
、
患
者
さ
ん
の

診
察
終
了
か
ら
会
計
ま
で
の
待
ち
時
間
が
短
縮
で
き
る
こ

と
、
さ
ら
に
事
務
員
の
仕
事
量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
な
ど
を
考
え
る
と
、
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
て
も
高
い
お
買
い
物
な
の
で
、
慎
重
に
お
考
え
下
さ
い
。

電
子
カ
ル
テ

牛
村
　
繁
（
美
川
町
・
眼
科
）
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海
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら

連
想
す
る
も
の
と
言
え
ば
ゴ
ン

ド
ラ
で
あ
ろ
う
。
狭
い
運
河
を

縫
う
よ
う
に
、
そ
し
て
軽
や
か

に
滑
る
真
っ
黒
な
ゴ
ン
ド
ラ

は
、
世
界
の
ど
の
都
市
に
も
無

い
陽
気
さ
と
古
風
さ
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
漆
黒
で

細
身
、
舳
先
に
く
し
形
の
華
麗

な
飾
り
を
も
つ
。
吃
水
線
（
き

っ
す
い
せ
ん
）
が
浅
く
、
船
底

が
平
た
い
た
め
、
水
の
上
で
の

回
転
運
動
が
可
能
で
小
回
り
が

利
く
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
街
で

は
、
万
事
移
動
は
こ
の
便
利
な

乗
り
物
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
そ

れ
以
外
の
乗
り
物
の
発
達
を
見

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
状

況
は
七
百
年
を
経
た
今
も
変
わ

ら
な
い
。

ゴ
ン
ド
ラ
を
操
る
船
頭
、
ゴ

ン
ド
リ
エ
レ
は
赤
い
リ
ボ
ン
の

ス
ト
ロ
ー
ハ
ッ
ト
に
ブ
ル
ー
と

白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
シ
ャ
ツ
と
い

う
粋
な
出
で
立
ち
で
船
尾
に
す

っ
く
と
立
ち
、
長
い
櫓
を
器
用

に
操
る
。
狭
い
運
河
は
時
折
直

角
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
が
、

ゴ
ン
ド
リ
エ
レ
は
曲
が
り
角
の

家
の
壁
を
ポ
ン
と
足
で
蹴
っ
て

舟
を
直
角
に
回
し
込
む
。
そ
れ

は
あ
た
か
も
映
画
の
ワ
ン
シ
ー

ン
を
見
る
よ
う
に
格
好
良
く
、

思
わ
ず
見
る
者
の
た
め
息
を
誘

う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
存
在
を

さ
ら
に
華
や
か
に
そ
し
て
優
雅

に
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
が
ゴ
ン
ド
リ
エ
の
歌
う
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
舟
歌
だ
。
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
ゲ
ー
テ
が

ゴ
ン
ド
リ
エ
レ
の
歌
う
タ
ッ
ソ

ー
の
詩
を
聴
き
、「
涙
の
出
る

ほ
ど
感
動
し
た
」
と
書
き
残
し

た
く
ら
い
だ
か
ら
、
男
な
ら
誰

で
も
一
度
あ
ん
な
風
に
歌
を
歌

い
女
心
を
と
ろ
け
さ
せ
て
み
た

い
、
と
思
う
の
も
当
然
至
極
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
五
月
に
仲
間

と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
時

で
あ
る
。
お
茶
目
な
添
乗
員
が

仲
間
と
示
し
合
わ
せ
て
「
北
山

ド
ク
タ
ー
・
ゴ
ン
ド
ラ
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
企
画
し
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
に
は
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
者
の
ロ
ベ
ル

ト
と
相
棒
の
歌
手
マ
リ
オ
が
待

機
し
て
い
た
。
僕
た
ち
の
三
台

の
ゴ
ン
ド
ラ
が
静
か
に
運
河
を

進
み
始
め
る
と
、
ロ
ベ
ル
ト
が

僕
の
眼
を
見
な
が
ら
イ
ン
ト
ロ

を
弾
き
出
し
た
。
何
の
打
ち
合

わ
せ
も
な
い
が
、
ロ
ベ
ル
ト
は

僕
に
ピ
ッ
タ
リ
の
伴
奏
を
弾
い

て
く
れ
る
。
ま
る
で
古
く
か
ら

の
友
人
の
よ
う
に
意
気
が
合
う
。

僕
が
気
持
ち
よ
く
一
曲
歌
い

終
わ
る
と
、
今
度
は
マ
リ
オ
が

立
ち
上
が
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
歌
を
渋
い
バ
リ
ト
ン
で
歌
い

だ
し
た
。
片
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
、
右
手
の
指
を
鳴
ら
し
て

拍
子
を
取
る
。
あ
あ
、
な
ん
て

粋
で
カ
ッ
コ
イ
イ
の
だ
ろ
う
。

マ
リ
オ
は
六
十
歳
く
ら
い
だ

が
、
声
に
張
り
と
艶
が
あ
る
。

マ
リ
オ
が
終
わ
る
と
ロ
ベ
ル
ト

が
僕
を
振
り
向
い
て
ウ
イ
ン
ク

し
、
次
の
イ
ン
ト
ロ
を
一
気
に

奏
で
始
め
た
。「
オ
・
ソ
レ
・

ミ
オ
」
だ
。
そ
の
音
が
運
河
を

挟
む
壁
に
反
響
し
て
天
か
ら
降

っ
て
く
る
。
僕
は
ゴ
ン
ド
ラ
の

上
に
立
ち
上
が
り
、
青
空
を
仰

ぎ
お
お
き
く
息
を
吸
っ
て
歌
い

始
め
た
。
そ
れ
に
し
て
も
何
と

ゴ
ン
ド
ラ
の
揺
れ
が
心
地
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
か
、
ロ
ベ

ル
ト
の
伴
奏
テ
ン
ポ
が
ゴ
ン
ド

ラ
の
揺
れ
と
ぴ
っ
た
り
合
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
気
づ
く

と
僕
の
心
は
楽
し
さ
の
余
り
天

に
昇
っ
た
。
僕
の
声
は
壁
を
伝

わ
り
、
水
の
上
を
走
り
、
運
河

の
先
ま
で
流
れ
て
い
っ
た
。
す

る
と
運
河
沿
い
の
道
や
橋
の
上

に
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

僕
と
マ
リ
オ
の
歌
に
耳
を
傾

け
、
拍
手
を
く
れ
た
。
気
が
つ

く
と
僕
と
マ
リ
オ
は
五
十
分
間

歌
い
続
け
て
い
た
。
ゴ
ン
ド
ラ

は
い
つ
の
間
に
か
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
目
抜
き
運
河
を
一
回
り
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

船
着
き
場
で
彼
ら
と
固
い
握

手
を
交
わ
し
て
別
れ
た
僕
を
陽

気
な
仲
間
達
が
大
き
な
歓
声
で

迎
え
て
く
れ
た
。
こ
の
瞬
間
、

ゴ
ン
ド
ラ
の
揺
れ
や
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
の
音
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
青
空
が
僕
の
心
の
永
遠
の
宝

物
と
し
て
輝
き
始
め
た
の
で
あ

る
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
5 【

第
四
夜
】ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
歌
う
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